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凡例




これは「改造」第十二卷第九號（昭和五年九月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

表記については、原文を尊重して旧字体旧仮名遣いにしていますが、一部の旧字体を新字体にした場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。









關ヶ原御屛風




直木三十五









一




　島津しまづ維新ゐしんが、退却防禦しつぱらひをしてゐるらしく、山麓さんろくの方はうに、銃聲じうせいが立たちこめた。

　だが、鬼頭きとうには、それは、耳みゝから入はいつてくる音響おんきやうではなく、頭あたまの底そこに呟つぶやいてゐる、疲つかれの虫むしの聲こゑだつた。對手あひての、眉庇まびさしの下したから、剥むき出でてゐる、興奮こうふんと、狂亂きやうらんと、鹽しほの汗あせとで眞赤まつかになつた眼球めだま——それは、明瞭はつきりと、鬼頭きとうの網膜まうまくに映うつつてはゐたが、自分じぶんの眼めで見みてゐるのか、他人たにんの眼めで見みてゐるのか？　判斷はんだんが、つかなかつた。

　地ちの底そこから、空そら一面めんにも擴ひろがつて、どよめいてゐる音おと。唸うなり聲ごゑ。絕叫ぜつけう。吼號くがう。悲鳴ひめい。時々とき〴〵、びゆーんと、空氣くうきを裂さいて行ゆく流ながれ彈丸だま——さういふものは、鬼頭きとうにとつて、在あると思おもへば在あるし、無ないと思おもへば無ないものであつた。

　歪ゆがんだ白しろ絹ぎぬの差物さしもの、折をれた鳥毛とりげの大おほ差物さしもの、血ちの滲にじんだ、どす黑ぐろい血塊けつくわいのこびりついた鎧よろひ、血ちと脂あぶらとで曇くもつた刀かたな——さう云いふ物ものも、見みえてゐたが——ちらつと、掠かすめた、古ふるい記憶きおくのやうにも思おもへた。

　何なにも、かも、碎くだけた鏡かゞみに寫うつる影かげのやうなものだつた。耳みゝに、眼めに、ちら〳〵するだけで、すぐ消きへて去さるる水みづの影かげのやうなものだつた。

　たゞ、渴かつゑと、鎧よろひの重おもさと、腕うでの痛いたみと、呼吸こきふの苦くるしさとが、自分じぶんのものだつた。




二




　夜來やらいの大雨おほあめに打うたれた赭土あかつちは、馬蹄ばていと、草鞋わらぢとに蹂躪じうりんされて、深ふかい、滑すべり易やすい泥濘ぬかるみになつてゐた。

　草叢くさむらの草くさは、その泥濘ぬかるみの下したに、くちや〳〵になり、林はやしの中なかの灌木くわんぼくの類たぐひは、刀かたなで斬きられたり、折をられたりして、枝えだも、葉はも無なくなつてゐたし、大おほきい樹きの幹みきは、銃丸じうぐわんと、刀痕たうこんとで、所々ところ〴〵赤あかく、白しろく剝むけてゐた。

　泥どろの上うへには、中なかには、刀かたな、槍やり、鐵砲てつぱう、草摺くさずり、甲かぶと、矢やなどの外ほかに、蒼黑あをくろい顏かほをした、血塗ちまみれの死體したい、濁にごつた白しろい眼球めだま、碎くだけた頭あたまから、血ちの塊くわいで、顏かほ中ちうどす黑ぐろくなつた者もの。剝出むきだした齒は、切落きりおとされた手て、切口きりくちの肉にくの卷上まきあがつて骨ほねの白しろく見みえてゐる頰ほゝから額ひたひ——それが、どれも、泥どろと血ちとでこね返かへされて、醜惡しうあくな塊かたまりになつて轉ころがつてゐた。

　血ちと、泥どろとで、口くちも、眼めも埋うづまつてゐる死者ししやの顏かほは、醜みにくく、滑稽こつけいな——時ときには、腹はらの立たつ塊かたまりだつた。それを踏ふみつけて、躓つまづいたり、滑すべつたりすると、人々ひと〴〵は

（邪魔じやまな）

と、本氣ほんきに、憤おこつて、蹴飛けとばした。そして、

（何どうして、こんな所ところへ、轉ころがりやがつたのだらう）

と、石突いしづきで、突つきとばした。




三




　誰たれも、自分じぶんが、死しなうとは思おもはなかつた。死體したいを蹴けつたり、踏ふんだりして、死體したいの手足てあしが動うごくと、人々ひと〴〵は、

（生いきてやがるので無ないだらうか）

と、さへ感かんじた。そして、それが、敵方てきがたのだと、

（死しんだ振ふりをしてやがる）

と、感かんじて、槍やりで、突ついてみたりした。そして、全まつたく、無慘むざんな死體したいに對たいしては、それを、人間にんげんと感かんじるより、醜惡しうあくな塊かたまりと、感かんじる方はうが强つよかつた。だから、誰たれも死しぬとは感かんじ無ないで前進ぜんしんした。

　戰たゝかひが始はじまつてから、もう七時間じかんの餘よになつた。彼等かれらの友人いうじんは、唸うめいて、叫さけんで、或あるひは默だまつて、次々つぎ〳〵に倒たふれて行いつたが、それが、それが、一體たい、何どういふ事ことなのか——自分じぶんの周圍しうゐに、何なにが起おこつてゐるのか、鬼頭きとうは、もう、感かんじなくなつてゐた。本能ほんのう的てきに、反射はんしや的てきに、狂犬きやうけんのやうに、對手あいての眼めをみると、躍をどりかゝつて行いつた。たゞ、その間あひだにも、時々とき〴〵、

（負まけ戰いくさにきまつたらしいが、治部ちぶ少輔せういふ殿どのは、何どうなさつたゞらう）

と、ほんの瞬間しゆんかんだが、思おもふ事ことはあつた。

　泥どろの中なかで、起おき上あがらうとする者もの、這はひかけてる者もの、それを斬きり、突つき、蹴けりして、躍進やくしんしてくる敵てき——鬼頭きとうが、石田いしだ三成みつなりの本陣ほんぢんから、島しま左近さこんの指揮しきの下もとに、突撃とつげきしてから、もう一時間じかんの餘よは、經たつてゐた。




四




　指ゆびも、掌てのひらも、固かたく、痛いたくなつて、槍やりを握にぎり直なほすことも、離はなす事こともできなかつた。身體からだ中ぢう、灼あつくて、ずきん〳〵神經しんけいへ響ひゞいた。

（可成かなり、手傷てきずを受うけた）

と、頭あたまの隅すみで感かんじたが、少しこしも、恐おそろしくは無なかつた。呼吸こきふが苦くるしくなつて、口くちを開あけたまゝであつた。舌したは、水みづのない砥石といしのやうに、乾かわき上あがつてゐた。膝ひざは曲まがらないやうになつて、一寸ちよつとした物ものに躓つまづいた。だが、決けつして倒たふれなかつた。幾度いくどか、

（もう、いけない）

と、思おもつたが、さういふ思おもひと、死しとは、少すこしも連絡れんらくが無なかつた。駄目だめだ、と、感かんじても、死しぬ——泥どろの中なかに轉ころがつてゐる血ちの塊かたまりとなるとは思おもへなかつた。少すこしも、死しが恐おそろしくなかつた。

　甲かぶとは、ずり落おちさうになつて傾かたむいてゐた。草鞋わらぢは、いつの間まにか無なくなつてゐた。鎧よろひがすつかり重おもくなつて、草摺くさずりが、かた〳〵當あたるのさへ、身體からだへ響ひゞくやうだつた。

　もう、腕うでは利きか無なくなつてゐた。槍やりを突つき出だすにも、振ふり廻まはすにも、腰こしから、腹はらから、全身ぜんしんで、突つき出だし、振ふり廻まはさぬと、動うごかなかつた。

　汗あせが眼めに入はいると、開あいてをれぬやうに、きつくしんだ。敵てきが、途切とぎれて、佇たゝずむと、泥どろを掬すくつて呑のみたい位くらゐに、咽喉のどが干かはいてゐた。そして、槍やりを立たてゝ、槍やりに縋すがつてゐると、そのまゝ突つき倒たふされてもいゝと思おもつた。

　鬼頭きとうが槍やりに縋すがつて振ふり向むくと、三成なりの本陣ほんぢんのあつた所ところには、少すこしばかりの人影ひとかげが、動うごいてゐるだけであつた。戰たゝかひの中心ちうしんは、南宮山なんぐうさんの方はうへ移うつてゐた。

（完全くわんぜんに敗北はいぼくした）

　さう思おもつた瞬間しゆんかん、地ちが、急激きふげきに降くだり始はじめて、はつとした刹那せつな、天地てんちが轉倒てんだうした。鬼頭きとうはその中なかへ、安やすらかに、吸すひ込こまれて行いつた。




五




（星ほしだ）

と、思おもつた。だが、すぐ眼めを閉とぢた。身體からだ中ぢう、灼やかれてゐる。

（呼吸いきはある——然しかし、このまゝ死しぬのだらう）

　右手みぎての指ゆびを動うごかすと、泥どろが觸さはつた。その瞬間しゆんかん、堪たへ切きれぬ渴かつが、全身ぜんしんに感かんじた。鬼頭きとうは、脚あしを動うごかした。何なにか、脚あしに、重おもいものがぶら下さがつてゐた。もう一度ど動うごかすと、自分じぶんの脚あしで無ないやうに重おもかつた。左手ひだりてを動うごかさうとすると、全身ぜんしんを突つき拔ぬくやうな痛いたみが、走はしつた。

「水みづだ」

　鬼頭きとうは、眼めを閉とぢたまゝ呟つぶやいた。だが、起おき上あがらうともしなかつた。そして、

（治部ちぶ少せう殿どのは？）

と思おもつた。だが、主君しゆくんの、生死せいしの不明ふめいなのを、心配しんぱいすると同時どうじに、自分じぶんの戰たゝかつた有樣ありさまが、殘のこりの夢ゆめのやうに——すぐ、次つぎの瞬間しゆんかんには、全身ぜんしんが冷つめたく成なるやうに感かんじた。それは、人間にんげんの世界せかいで無なかつた。人間にんげんの想像さうざうの世界せかいでも無なかつた。何どんな慘忍ざんにんな猛獸まうじうの世界せかいでもなかつた。

　鬼頭きとうは、自分じぶんが戰たゝかつた——自分じぶんの神經しんけいで、自分じぶんの腕うでで、自分じぶんの眼めに見み、耳みゝで聞きいて、戰たゝかつた事ことでは無ないやうに感かんじた。しようとも考かんがへなかつた事ことでもあるし、しろと云いはれて、もう一度ど働はたらける事ことでも無なかつた。彼處かしこの血ちは、たゞの血ちで無なく、泥濘ぬかるみと、剝出むきだした牙きばと、血ちみどろの腸はらわたと、こね返かへしたやうな血ちだと思おもへた。

　一人ひとりの兵へいの顏かほに、叩たゝきつけられた肉塊にくくわい——それは、内臟ないざうを引ひきちぎつて、蹂躙ふみにじつて、腦なう味噌みそにまざして、叩たゝきつけたやうに感かんじられる肉塊にくくわいだつた。

（よく戰たゝかつた。よくも、あんなに戰たゝかへた）

と、鬼頭きとうは、思おもつた。そして、

「水みづ」

と、又また、呟つぶやいた。もう一度ど、眼めを開ひらくと、篝火かゞりびが、點々てん〳〵と並ならんでゐるのが眼めに入いつた。

（德川とくがはの陣地ぢんちだ）

　さう思おもふと、三成なりが生いきて、佐和山さわやまへ逃にげたか、大阪おほさかへ行いつたか、或あるひは戰死せんししたか——一言ひとことでいゝから聞ききたくなつてきた。もし、三成なりが生いきてゐたら、誰だれかゞ、自分じぶんの戰いくさ振ぶりをして、誰だれかゞ、それを三成なりに話はなして——どんなに三成なりが喜よろこぶか——鬼頭きとうは、いろ〳〵の幸福かうふくな空想くうさうをした。

（死しぬものか——疵きずは淺あさいらしい。逃にげられるだけ逃にげよう。三成なりは、死しなない人ひとだ。きつと生いきてゐる）

と、思おもふと、急きふに、周圍しうゐの暗やみが、暗やみの中なかの臭氣しうきが、恐おそろしくなつてきた。

（大阪おほさかには——さうだ、鈴木すゞきの妻つまも、子こもゐる。鈴木すゞきの死しんだ事ことを知しらしてやりたい——そして、三成なりに逢あへたら——俺おれは、足輕あしがる大將だいしやうになれるだらう）

　鬼頭きとうは、重おもい鎧よろひが、自分じぶんの身體からだを、泥濘ぬかるみの中なかへ吸すひつけてゐるやうに感かんじた。右手みぎてで、鎧よろひの腹帶はらおびを解といた。太刀たちを外はづした。脇差わきざしを外はづした。胸むねの紐ひもを解といた。さうしてゐる間あひだにも、どうしてか、不安ふあんと、焦燥せうさうとが、周圍しうゐから、ひし〴〵迫せまつてきた。

（何どうして、かう怯おじけづいてきたのか）

　鬼頭きとうは、自分じぶんを押おさへたが、何どう押おさへても、毒どく瓦斯がすのやうに、憶病おくびやう心しんが、全身ぜんしんへ擴ひろがりかけた。

　鬼頭きとうは、鎧よろひ下着したぎ一ひとつになつて、太刀たちと、脇差わきざしと、金かねと、疵藥きづぐすりと、守札まもりふだとをもつて、虫むしのやうに這はひ出だした。泥どろの中なかを、死骸しがいの間あひだを、川かわを求もとめて——水みづを求もとめて、病犬びやうけんのやうに、泥どろまみれになり、口くちを開ひらいて、舌したを出だして、追おはれるやうに、四つ這はひに、脚あしを引ひきずつて這はひ出だした。




六




　大津おほつにも、京きやうの入口いりぐちにも、淀よどにも、伏見ふしみにも、關せきケ原はらの落人おちうどの首くびが曝さらされてゐた。それは、獄門ごくもん臺だいの上うへへで無なく、木きの柱はしらを道傍みちばたへ立たてゝ、その柱はしらから柱はしらへ渡わたした竹竿たけざをに、髻もとどりを結むすびつけて、ぶら下さげた獄門ごくもんであつた。

　何どの首くびも少すこしづゝ、白眼しろめを剝むいて、紫灰しくわい色しよくに——髮かみが脫ぬけ落おちて、今いまにも竿さをから落おちさうなのもあつたし、眉まゆから顎あごまで、大おほきく切きり口ぐちが裂さけてゐて、灰はひ色いろの骨ほねの見みえてゐるものもあつた。腐敗ふはいしかけた首くびは、眉まゆも、睫毛まつげも脫とれて、頸くびの下したから縄なはで、竿さをに縛しばりつけられてゐた。口くちを開あいたの、齒はを剝むき出だしたの——それから、中なかには、大おほきく剝むき出だした眼球めだまが、飛とび出だしてゐるやうな首くびもあつた。

　烏からすが、その上うへを、高たかく舞まつたり、その近ちかくを、狡ずるさうに步あるいたりして、人々ひと〴〵の去さるのを待まつてゐた。

　群集ぐんしふは、每日まいにち增ふえて行ゆく首くびの數すうの計算けいさんで、爭あらそつてみたり、三成なりの批判ひはんをしたり、大阪おほさかに起おこる戰いくさの噂うはさ、その結果けつくわ、落人おちうどを召捕めしとらへ損そんじて殺ころされた百姓しやうの話はなし。落おち武者むしやを詐だまして、鎧よろひと、刀かたなと、首くびとを取とつて大儲おほまうけした話はなし——などを、大聲おほごゑで、小聲こごゑで話合はなしあつてゐた。

　獄門ごくもんの右手みぎてに、假かり小屋ごやがあつて、番人ばんにんが、土間どまで、焚火たきびをしてゐた。その小屋こやの前まへに、新あたらしい、だが、もう少すこし雨晒あまざらしになつた建札たてふだが立たつてゐて、


　　定さだめ

石田いしだ方がた謀叛人むほんにん詮議せんぎ之の事こと

　召捕めしとり者もの　　　　　百貫くわん

　首級差出者しゆきふさしだしもの　　　五十貫くわん

　訴人そにん　　　　　　三十貫くわん

謀叛むほん人にんを、於隱匿者いんとくするにおいては同罪どうざい也なり

忠勤者ちうきんのものには與褒美はうびをあたへ長ながく可稱之者これをしようすべきもの也なり

　月ぐわつ　日ぴ　　　　　　奉ぶ　行ぎやう



と、書かいてあつた。

　鬼頭きとうは、土つち臭くさい、垢あかと、汗あせとの滲しみ出だしたどんつく布子ぬのこをきて、髮かみを百姓しやう風ふうに、藁わらで結むすんで、ちらつと獄門ごくもんを見みたまゝ、通とほりすぎた。

　鬼頭きとうは、最初さいしよの獄門ごくもんをみた時とき、その首くびの中なかに、自分じぶんの知人ちじんが居ゐないだらうか、と、人相にんさうの變かはつた首くびを、一ひとつ〳〵眺ながめたが——眺ながめてゐる内うちに、後悔こうくわいに似にたものと、恐怖きようふに似にた感情かんじやうとが、油汗あぶらあせのやうに滲しみ出だしてきた。

　首くびになつて、ぶら下さがつてゐる、何どの人々ひと〴〵も鬼頭きとうと同おなじやうに、或あるひは、鬼頭きとう以上いじやうに働はたらいた人々ひと〴〵だつた。それが、皆みな、かうして、烏からすのくちばしにかゝるのかと思おもふと、自分じぶんの運うんのよさを喜よろこぶよりも、その首くびの一ひとつ〳〵が、自分じぶんを臆病おくびやう者ものとあざけり、卑怯ひけふ者ものと罵のゝしり——生いきてゐる上うへに、未まだ立身りつしんさへ考かんがへてゐる利己りこ的てきな態度たいどを呪のろつてゐるやうに思おもへた。

　鬼頭きとうは、急いそぎ足あしに步あるき乍ながら、その人々ひと〴〵の魂魄こんぱくが、番人ばんにんに、鬼頭きとうのゐる事ことを告つげて、今いまにも、番人ばんにんが、追おつてくるやうに感かんじた。

（もう、大阪おほさかは、近ちかいが——この大阪おほさか近ちかくまで——大阪おほさかの見みえる所ところまで、俺おれを來きさせておいて、そして捕とらへるのぢやあるまいか——あいつらは、俺おれを喜よろこばしておいて、もう、大阪おほさかへ一足ひとあし、といふ所ところで、捕つかまへさせて、あの首くび同志どうしが、笑わらつて頷うなづき合あふのではあるまいか）

　鬼頭きとうは、懷ふところの脇差わきざしへ手てをかけて、わざと、ゆつくりと步あるいた。旅人たびびとが、急いそぎ足あしに追おひ拔ぬくたびに、神經しんけいを銳するどくした。步あるいてゐるのが判わから無ない位くらゐに、往來ゆきゝしてゐる人々ひと〴〵へ、注意ちゆういをしてゐた。
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「大だい六」

　鬼頭きとうは、陽ひに燒やけた、髭ひげの延のびた顏かほを、一杯ぱいの笑わらひにして、一人ひとりの子供こどもの顏かほをのぞいた。子供こどもは大勢おほぜい、竹たけ切きれ、木刀ぼくたうをもつて、戰いくさごつこをしてゐた。大だい六は、ちらつと、鬼頭きとうの顏かほを見み上あげたが、不審ふしんさうな眼めをしたきりで、

　一人りの子供こどもに、

「さあ、來こいよ」

と、叫さけんで、木劍ぼくけんを構かまへた。足あしを割わつて、臂ひぢを張はつて父ちゝから敎をしへられた型かたを守まもつてゐた。

「忘わすれたか？　大だい六、そら、隣となりの、甚吾じんごの小父をぢさんだ。大だい六」

　鬼頭きとうは、腰こしをかゞめて、膝ひざへ手てを當あてゝ、覗のぞきこんだ。

「ふん」

　大だい六は、頷うなづいたが、そのまゝ、對手あひてに、

「さあ、來こい」

　と、聲こゑをかけた。鬼頭きとうは、腰こしを延のばして、腕うで組ぐみして、暫しばらく笑わらひながら、大だい六の遊あそぶのを眺ながめてゐた。

　子供こども達たちは、懸聲かけごゑをして、得物えものを振ふりながら、軒下のきしたから軒下のきしたへ、露次ろじから、街路がいろへ、快活くわいくわつに、勇敢ゆうかんに、駈かけ廻まはつた。

「やあーい、石田いしだつ、謀叛むほん人にん、逃にげよつた、卑怯ひけふもん」

　鬼頭きとうは、笑わらひを消けして、その子供こどもを見みた。大だい六は、

「何なに？」

と、叫さけんで、その子供こどもに、打うちかゝつた。子供こどもは

「御前おまへ、無茶むちやする。」

と叫さけんで、露路ろぢの中なかへ、走はしり込こんだ。

「大だい六ツ、——大だい六ツ」

　鬼頭きとうが呼よび止とめた。そして、大股おほまたに、大だい六の側そばへ行いつて、

「かあさんは？」

「居ゐる」

「何處どこにゐる？」

「うむ——かあさんは、彼處あすこにゐる」

　大だい六は、紺こん暖簾のれんを、軒下のきしたに引ひき廻まはして、表おもての間まに、五領りやうの鎧よろひを飾かざりつけ、刀劍たうけん、槍やり、鞍くらの類るゐを、いろ〳〵陳列ちんれつしてある店みせを指さした。

「小父をぢさんを覺おぼえてゐるか？」

「うん」

　大だい六は、面倒めんだう臭くささうに頷うなづいて、又また、駈かけ出だした。鬼頭きとうは、睫毛まつげに、微かすかな淚なみだをためながら、

（生いきてゐる方はうがいゝ。もし、大だい六が、俺おれの子供こどもだつたら？）

　鬼頭きとうは、昨日きのふまで、人間にんげんらしくも見みてゐなかつた町人ちやうにんの屋やならびを、羨うらやましく、新あたらしく眺ながめ廻まはした。
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　武具ぶぐ商しやうの暖簾のれんには、近喜きんきと印しるしが入はいつてゐた。表おもて土間どまから、中なか格子かうしを入はいると、すぐ上うへに、大おほきい黑くろい、煤すゝけた梁はりが、高々たか〴〵とかゝつてゐて、廣々ひろ〴〵とした台所だいどころへつゞいた土間どまがあつた。その土間どまに、米こめ俵たはらが、轉ころがつてゐて、紺こんの腹當はらあてをした小僧こぞうが、その俵たはらの中なかから、鎧よろひだの、甲かぶとだのを撰よつてゐた。

　鎧よろひの草摺くさずりの切きれかゝつた物もの、血ちに染そまつた物もの。穴あなのあいた甲かぶと、切きり傷きずのついた甲かぶと、血ちやら、肉にくやら判わからない黑くろい物もののこびりついた頰當ほゝあて——さういふ物ものが、小僧こぞうの手てで撰より出だされて、中なかの間まの上あがり口ぐちの、廣々ひろ〴〵とした板敷いたしきに座すわつてゐる女をんな、番頭ばんとうへ渡わたされた。

　女をんな達たちは、淺あさい桶をけに、大根だいこん卸おろしだの、酒さけだのを入いれて、草摺くさずりの糸いとを浸ひたしたり、布ぬのにつけて拭ぬぐつたり——男をとこ共どもは、鎖くさりの切きれたのをかゞつたり、鐵砲てつぱう穴あなへ裏うらから鋲びやうを打うちつけたり——忙いそがしく、手てを動うごかしてゐた。

　米こめ俵だはらの中なかのさうした品物しなものは、悉こと〴〵く、戰場せんぢやうから盗ぬすんだり、落おち武者むしやを殺ころして剝取はぎとつたりしたものであつた。戰いくさ近ちかくの百姓しやう達たちは、田畑たはたを荒あらされた報復はうふくとして、夜よに入いるとすぐ、鎌かまだの、槍やりだの、竹槍たけやりだのをもつて、戰場せんぢやうへ出でて行いつて、さうした物ものを盗ぬすんだ。

　京きやう、大阪おほさかの武具ぶぐ商しやうは、手代てだいや人足にんそくをつけて、すぐ、その盗ぬすんだ品物しなものを買かひに廻まはつた。そして、踏倒ふみたふしては、米こめ俵だはらに隱かくして、運はこんで歸かへつた。關せきケ原はらの次つぎには、すぐ、つゞいて、大阪おほさかにも戰いくさがあるといふので、武具ぶぐ商しやう達たちは、ありつたけの資力しりよくで、盗品たうひんを買かひ集あつめてゐた。

　近喜きんきが、眼めの上うへに、影かげがさしたので、客きやくであらうと、煙管きせるを置おいて顏かほを上あげると、

「鈴木すゞき源太兵衞げんたべゑの、御ご内室ないしつはをられるかな」

　橫柄わうへいな、侍さむらひ風ふうの言葉ことばであつたが、汚きたない百姓しやう姿すがたであつた。近喜きんきは、煙管きせるを取とり上あげて、

「あんたは？」

　冷淡れいたんな、咎とがめるやうな口吻くちぶりであつた。

「同おなじ御お馬廻うままはりで、鬼頭きとう甚吾じんごと申まをすが、御意ぎよいを得えたいと、傳つたへてくれ」

　近喜きんきは、もう一度ど、膝ひざの上うへで、くる〳〵廻まはしてゐた煙管きせるを、下したへ置おいた。そして、笑顏ゑがほになつて、御お辭儀じぎした。

「えらい、お見外みそれ申まをしまして——よく、まあ御ご無事ぶじで——」

　近喜きんきは、振向ふりむいて、

「これよ」

と、女中ぢよちうを呼よんだ。そして、中なか格子がうしを、自分じぶんで立たつて、開あけながら

「取込とりこんどりますので——えらい幕まくの内うちを見みせますけど、何どうぞ、こつちへ、これ、おすゝぎ——それから、離はなれへ行いつて、幾彌いくやさんに、鬼頭きとうさんちゆう御仁ごじんが見みえましたさかいと云いうて來こい——さあ、旦那だんな、どうぞ」

　さう云いつて、近喜きんきは、中なか格子がうしをくゞらうとする鬼頭きとうへ、

「今度こんどは、えらい、御ご苦勞くらうをかけました。然しかし、御ご無事ぶじで——」

と、上あがり口ぐちへ膝ひざを突ついて、丁寧ていねいに頭あたまを下さげた、鬼頭きとうは、いくらか、得意とくいらしい氣持きもちがした。

（矢張やはり、武士ぶしだ）

と、思おもつた。そして、自分じぶんの臭くさい百姓しやう姿すがたが、却かへつて、自分じぶんを、えらい者ものに見みせてゐるやうに感かんじた。
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　二人ふたりは、挨拶あいさつをしたまゝ、默だまつてゐた。幾彌いくやは、

（默だまつてゐるのは、夫をつとが、討死うちじにしたからであらう）

と思おもつた。それで、

「覺悟かくごは致いたしてをります。夫をつとは——討死うちじにを致いたしまして御座ござりませうか」

　鬼頭きとうは、未まだ、默だまつてゐた。近喜きんきの貸かしてくれた平島ひらしまの着物きもの、靑あをい髭ひげのあと、手入ていれした頭あたま——かうして座すわつてゐると、隣となり同志どうしで交際かうさいしてゐた時分じぶんの二人ふたりと、少すこしもちがひが無なかつた。

　親おやから、先輩せんぱいから、すゝめられて、鈴木すゞきの許もとへ嫁入よめいりをして、すぐ子供こどもを擧あげた夫婦ふうふ仲なかであつたが、幾彌いくやは、鈴木すゞきを大たいして好すいてゐなかつたらしかつた。勿論もちろん、幾彌いくやが一人ひとりで、鬼頭きとうに、夫をつとの亂行らんぎやうを云いひには來こなかつたが、鬼頭きとうが、鈴木すゞきの所ところへ行いつて、鈴木すゞきが便所べんじよへでも立たつと、言葉ことば短みじかに、そして、つゝましく、尤もつともな愚痴ぐちを洩もらした。それは、極きはめて、簡單かんたんであつたが、その顏色かほいろから、深ふかい悶もだえと、それが、眞實しんじつである事こととを語かたつてゐた。そして、鬼頭きとうは、戰場せんぢやうで、ちらつと、

（鈴木すゞきの女房にようばう）

と、思おもふ位くらゐに、心こゝろの底そこの方はうに、その心こゝろを、面影おもかげを沈澱ちんでんさせてゐた。

　鬼頭きとうは、湯ゆ上あがりの顏かほを少すこし赤あかくして、時々とき〴〵、唇くちびるをなめながら、久ひさしく女をんなに觸ふれないで銳するどく成なつてゐる嗅覺きうかくへ入はいつてくる杓杞しやくきの油あぶらの香にほひ、白粉おしろいの匂にほひに、情慾じやうよくが、毒素どくそのやうに、素早すばやく、血管けつくわんの中なかへ溢あふれてくるのを、眺ながめてゐた。邸やしき風ふうの濃あつ化粧げしやう。滑なめらかな、光澤くわうたくのある、白しろい手て、その手てを置おいてゐる張はり切きつた太腿ふともゝ、典雅てんがな乳ちゝのあたり、濃こい、反そつた睫毛まつげと、その下したに伏ふせてゐる蠱惑こわく的てきな眼め——鬼頭きとうは、俯うつむいたまゝで、さういふものを一ひとつ一ひとつ、想像さうざうして行いつた。そして、毒素どくそが、血管けつくわんから、肉にくの中なかへ、眼めの中なかへまで侵滲しんさんしてきたのを、自分じぶんで感かんじた。頭あたまは、その毒素どくそで、呆然ぼうぜんとしてゐた。咽喉のどが、熱ねつをもつてきた。

「夫をつとは？」

　鬼頭きとうは、顏かほを上あげた。

「もし、鈴木すゞき殿どのに萬まん一の事ことがあれば？」

「覺悟かくごは——」

「いや、此この後のちの——再緣さいえんなされるか、それとも——」

　幾彌いくやは、ちらつと、上目うはめに、鬼頭きとうをみて、俯うつむいてしまつた。

「御お覺悟かくごの通とほり、討死うちじにで御座ござらう——此このの上うへは——拙者せつしやの所存しよぞんは、再緣さいえんを爲なさる事こと、その美うつくしさで、若わかさで、子供こどもをもたれて、下くだらぬ操みさをを立たてる要えうも御座ござるまい。及およばず乍ながら、拙者せつしやが——」

　鬼頭きとうは、自分じぶんで、何なにを云いつてゐるのか、判わから無ないで、ぢつと、幾彌いくやの濃あつ化粧げしやうの頸筋くびすぢを眺ながめてゐた。毒素どくそが、身體からだから氾濫はんらんする位くらゐに感かんじられた。

「鬼頭きとう樣さま、妾わたしは——」

　幾彌いくやは、正面しやうめんから、鬼頭きとうを見みた。鬼頭きとうは、

（貴方あなたに、御お任まかせします）

と、でも云いつたなら——いや、さう云いふだらう、さう云いつたなら——云いはぬかも知しれぬ、云いは無ないでも——鬼頭きとうの灼やけるやうな頭あたまへ、幾彌いくやの、淡紅うすあか色いろの粘膜ねんまく、濕しめつた肌はだが、暴風ばうふうのやうに、擴ひろがつた。

「妾わたしは——大六だいろくの爲ために、町人ちやうにんに——」

　鬼頭きとうは、自分じぶんの感情かんじやうを自制じせいする努力どりよくに、怒おこりつぽい表情へうじやうになつてゐた。そして

「町人ちやうにんに？——」

「町人ちやうにんに成なりたいと存ぞんじます」

「町人ちやうにんに成なりたい？」

「然しかし、大六だいろくだけは、是非ぜひ、一人前にんまへの武士ぶしに——それを、御お願ねがひ申まをします」

　近喜きんきが、靜しづかに、足音あしおとをさせて、

「御お邪魔じやまさせて頂いたゞきます」

と、襖ふすま外そとに、膝ひざを突ついて云いつた。
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（幾彌いくや、拙者せつしやなど、三國ごく一の聟むこでは無ないか）

と、云いつたのも憶おぼへてゐたし、幾彌いくやの手てを握にぎつて、酌しやくをさせたのも、判わかつてゐたが、それ以外いぐわいの、話はなしも、出來事できごとも、考かんがへ出だせなかつた。

　鬼頭きとうが、醒さめると、二階かいらしい、床とこの間まのついた部屋へやの、金きん屛風びやうぶの中なかに、寢ねてゐた。枕元まくらもとに、朱骨しゆぼねの絹きぬ行燈あんどんが、ほのかに灯ともつてゐて、黑塗くろぬりに金きん蒔繪まきゑした水差みづさし、同おなじ模樣もやうの湯呑ゆのみ、片かた輪わ車くるまの高たか蒔繪まきゑに、金きんの飾かざりをした煙草たばこ盆ぼんが置おいてあつた。鬼頭きとうは、水みづを呑のんで、暫しばらく、腹這はらばひになつてゐたが、立たち上あがつて、障子しやうじを開あけた。

　廊下らうかに、金網かなあみのかゝつた柱はしら行燈あんどんがついてゐて、その下したの暗くらい所ところから、下したへ行ゆく階段かいだんがつゞいてゐるらしかつた。鬼頭きとうは、そこから續つゞいてゐる廊下らうか、上かみ便所べんじよと、描ゑがいて行いつた。その便所ばんじよの前まへの小ちひさい石いし燈籠どうろう、松まつと、紅葉もみぢとの植込うゑこみ、そのつゝましい庭にはに面めんした離はなれ座敷ざしき——鬼頭きとうは、肩かたで呼吸いきをして、足音あしおとを立たてぬやうに降おりかけた。

　厠かはやの前まへにも、柱はしら行燈あんどんがかゝつてゐた。その下したの廊下らうかに立たつと、部屋へやの中なかにも灯ひがついてゐるらしく、障子しやうじに、ほのかな白しろさが寫うつつてゐた。鬼頭きとうは、情熱じやうねつと、冒險ぼうけん心しんとに、顫ふるへながら、障子しやうじの外そとへ立だつた。

　酒さけと、情慾じやうよくとで、何なんの自制じせい心しんも、判斷はんだん力りよくも無なかつた。肉體にくたいにも、精神せいしんにも、毒どく瓦斯がすが充滿じうまんしてゐた。障子しやうじを、開あけたが、中なかからは咎どがめなかつた。主屋おもやの方はうには、何なんの物音ものおともしなかつた。

　屛風びやうぶを引廻ひきまはして、低ひくい、小ちひさい枕まくら行燈あんどんをつけたまゝ、繪本ゑほんを伏ふせて、大だい六と、並ならんで寢ねてゐた。武家ぶけの女房にようばうの習慣しふくわんのまゝに、寢ね化粧げしやうをして、白々しら〴〵と冴さえた顏かほを仰向あふむけて、少すこし、唇くちびるを——それは、却かへつて、親したしみと、愛慾あいよくとをそゝるやうに開あけて、眠入ねいつてゐた。

　肩かたが、少すこし蒲團ふとんから食はみ出でて、襟えりがはだけてゐた。丸味まるみがゝつた鎖骨さこつのあたりが、豊滿ほうまんな身體からだを想像さうざうさせた。
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「かあさんは、未まだ起おきんか」

　鬼頭きとうは、昨日きのふと同おなじやうに、中なかの間まの板敷いたしきに座すわつて鎧よろひを手入ていれをしてゐる人々ひと〴〵の橫よこで、大だい六と二人ふたり、この甲かぶとがいゝとか、惡わるいとか、敎をしへたり、遊あそんだりしてゐた。

「うん、頭あたまが痛いたいつて」

「さうか——こゝの小母をばさんが、ついてゐるか」

「うん——やあ、あの甲かぶとはえゝなあ」

　大だい六は、今いま小僧こぞうが、俵たはらの中なかから取出とりだした甲かぶとを見みて、立上たちあがつて叫さけんだ。

「大將たいしやうだ」

　小僧こぞうが、

「前立まへだちが折をれてしまつせ、坊ぼつちやん」

と、女をんなに渡わたした。女をんなが、大だい六に、

「へえ」

と差出さしだした。

「オ父とうさんのと同おなじだあ」

　鬼頭きとうが、裏返うらがへすと、八幡まん座ざに、天正てんしやう十一年ねん八月ぐわつ吉祥きつしやう日じつ、伊賀守いがのかみ明珍みやうちん作さくと、彫ほつてあつた。鈴木すゞきのも、明珍みやうちん作さくであつたが、これとよく似にてゐた。さうで無ないか、とも思おもつたが、さうぢや無ない、と、打消うちけした。幾彌いくやを手込てごめにした朝あさ、夫をつとの鈴木すゞきの甲かぶとが出でてくるなど、鬼頭きとうは、考かんがへたく無ない事ことであつた。

「大だい六」

　鬼頭きとうは、聲こゑを小ちひさくして、

「お母かあさんは、泣ないてゐなかつたか」

「うむ？——知しらん——早はやく、こんな甲かぶとを着きたいな。馬うまに乘のつて——」

　鎧よろひを一領りやう賣うつたらしく、近喜きんきの主人しゆじんは、客きやくを送おくり出だしてから、格子かうし障子しやうじを開あけて入はいつてきた。そして、

「治部ちぶ少せう樣さまが、二三日にち中ちうに、御お引廻ひきまはしになるさうですな」

「引廻ひきまはしに？」

　鬼頭きとうは、顏かほを上あげた。甲かぶとを下したへ置おいた。

「只今ただいまの方かたは、御ご城内じやうないの七手て番ばん衆しうで御座ございますが、話はなしはたしかですやろ」

「引廻ひきまはしとは——」

　鬼頭きとうは、自分じぶんが、白晝はくちう晒さらし物ものになつて、市中しちうを引廻ひきまはされるやうに感かんじた。幾彌いくやに對たいして起おこつた絕大ぜつだいな、盲目まうもく的てきな愛慾あいよくよりも、もつと深ふかい意地いぢが、忠誠ちうせいが、骨ほねの中なかから、油あぶらのやうに滲しみ出でてきた。大阪おほさかに落おちてきてゐる同志どうし、大阪おほさか城じやうにゐる有志いうし——さういふ人々ひと〴〵を誘さそつて、三成なり奪還だつくわんの策さくを廻めぐらしたなら、と、考かんがへた。

（然しかし、それは、不可能ふかのうだ——だが。俺おれは、默だまつて見みてはをれぬ——）

　鬼頭きとうは、三成なりが、就刑しうけいした後のちの、自分じぶんの位置ゐちを考かんがへた。

（いつまでも、こゝに厄介やくかいになつてをれるか、幾彌いくやが、一言ごんでも喋しやべつたなら、こゝを出でなくてはならぬ。こゝを出でて何どうなるか？　戰いくさが始はじまるといふが、いつ始はじまるか？）

　鬼頭きとうは、城内じやうないの友人いうじん、先輩せんぱいの顏かほを、考かんがへてみた。

「つい昨日きのふまで、飛とぶ鳥とりを落おとすやうな治部ちぶ少せう樣さまが——それに較くらべると、踏ふまれても、蹴けられても、町人ちやうにんは結構けつこうだすな。鬼頭きとうさんの前まへやが——幾彌いくやさんが、町人ちやうにんの所ところへ嫁入よめいりすると仰おつしやるのも——」

「亭主ていしゆ、幾彌いくやを見舞みまつてやらぬか」

「貴下あなたは」

「わしも行ゆく」

　鬼頭きとうは、何故なぜか、興奮こうふんしてゐた。




十二




　幾彌いくやは、鬼頭きとうが昨夜ゆうべ見みた、觸ふれた、そのまゝの夜よの具ぐ、そのまゝの位置ゐちで、蒼白あをじろい額ひたひに手拭てぬぐひを當あてゝゐた。鬼頭きとうは、又また、頭あたまの半分はんぶん、身體からだの半分はんぶんへまで、醜みにくい虫むしの這はひ出だしてきたのを感かんじた。幾彌いくやは、二人ふたりをみて、一寸ちよつと、顏かほを外向そむけた。枕元まくらもとに、近喜きんきの内儀おかみが座すつてゐた。

「何どうですな」

「ほん一寸ちよつとした——今日けふ一日にち臥やすんでおいでゞしたら癒なほりますやろ」

と内儀おかみは、笑わらつた。

「風邪かぜ引ひきか」

「血ちの病やまひで、妾わたしも、若わかい内うち、ようやりましたがな」

　鬼頭きとうは、兩手りやうてを膝ひざへ置おいて、

「幾彌いくや殿どの、御お暇いとまに參まゐりました。」

　近喜きんきが、

「そりや、何なにを仰おつしやる——御お暇いとまなんて、阿呆あほらしい——」

「いや——」

　と、云いつて、近喜きんきをみた鬼頭きとうの眼めには、決心けつしんの險けはしい閃ひらめきがあつた。近喜きんきは、俯うつむいて、

「御お暇いとまなんて——」

　と、呟つぶいた。

「せめて、大だい六殿どのを——昨夜さくや——昨日さくじつも申まをした通とほり、大だい六を我子わがことして、天晴あつぱれ、槍やり一筋ひとすぢを立たてる武士ぶしに育そだてる所存しよぞんで御座ござつたが、主君しゆくん治部ちぶ少輔せういふ殿どのが、近ちかい内うちに御お引廻ひきまはしの由よし、拙者せつしやとして、これを無視むししてゐる譯わけには參まゐらぬ。同志どうしがあれば、同志どうしと共ともに、無なければ拙者せつしや一人ひとりにても、警固けいごの人數にんずへ斬込きりこんで、石田いしだ武士ぶしの名なを殘のこしたい——これが、これが、せめても、討死うちじにを遂とげた鈴木すゞき氏うじへの御お詫わびでも御座ござらう、幾彌いくや殿どの」

　鬼頭きとうは、咽喉のどを、少すこしつまらせて、言葉ことばを切きつた。そして、疊たゝみの上うへへ、片手かたてを突ついて、

「親したしい朋輩ほうはいへ——叛そむいた罪つみ——お許ゆるしを願ねがひたい——又また、大だい六殿どのは、當たう御ご城内じやうない、七手て組ぐみの、薄田すゝきだ隼人はやとに御お賴たのみなされ。某それがしより添そへ手紙てがみを仕つかまつらう——討死うちじにするか、腹はらを仕つかまつるか、何いづれは捨すてる命いのち——たゞ、一言ひとこと——」

　鬼頭きとうは、手てを擧あげ、顏かほを上あげた。近喜きんきの眼めをみた鬼頭きとうは、淚なみだぐんでゐた。

「女々めゝしいが——武士ぶしにあるまじき事ことで御座ござるが近喜きんき殿どの——關せきケ原はらの戰場せんぢやうを逃のがれて參まゐつたのも、一目ひとめ——逢あひたいばかり——鈴木すゞき殿どの在世ざいせいの折をりより道みちならぬ想おもひをかけて——一目ひとめ見みたと思おもへば、これが、一生しやうの別わかれ——」

　鬼頭きとうは、淋さびしさうに微笑びせうした。そして、

（俺おれも、かうして喋しやべると、中々なか〳〵うまい）

と、感かんじた、だが、鬼頭きとうの決心けつしんは、本當ほんたうであつた。幾彌いくやの心こゝろを得えたさに、自分じぶんの戀こひを誇張こちやうしはしたが、三成みつなり警固けいごの人數にんずへ斬込きりこむ決心けつしん——斬死きりじにの決心けつしんはしてゐた。たゞ、死しぬ前まへに、幾彌いくやから許ゆるされたかつた。

「幾彌いくや殿どの——」

 幾彌いくやは、返事へんじをしなかつた。

「近喜きんき殿どの、これにて、某それがしはお暇ひまを、いろ〳〵と長ながの御お世話せわ、何なんとも御お禮れい申まをし上あげ兼かねる。幾彌いくや殿どの、斬死きりじにしたと聞きいたなら、線香せんかうを一本ぽん——はゝゝゝゝ、昨日きのふ少すこし、取亂とりみだして、すつかり、怒おこられてしまひましたわい」

　幾彌いくやは、執拗しつえうに、默だまつてゐた。身動みうごきもしなかつた。近喜きんきが

「止とめは致いたしませぬ。然しかし、手前てまへ共どもも、治部ちぶ少せう殿どのには、一方ひとかたならぬ御ご恩おんになつてをりますし、軍用金ぐんようきんなら多少たせう、それに、貴下あなた、刀かたなが」

「それは、御ご無心むしん申まをさうと存ぞんじてゐた」

「さうで御座ござんせう。刀かたなでも、槍やりでも——刀かたななら、相州さうしう秋廣あきひろが御座ございます。御ご餞別せんべつに差上さしあげませう」

　幾彌いくやが、

「夫をつとの刀かたなが御座ござります。それを差上さしあげて下くださいまし」

と、細ほそい、美うつくしい聲こゑで、靜しづかに云いつた。鬼頭きとうは、

「忝かたじけなう御座ござる。幾彌いくや殿どの」

といふと、膝ひざの上うへへ、淚なみだを落おとした。幾彌いくやは外そとを向むいたままであつた。




十三




　群集ぐんしふは、狭せまい街路がいろの兩側りやうがは——軒下のきしたから、露次ろじ、低ひくい柿葺かきぶきの板根いたね、瓦かはら屋根やね、二階かい——道みちの見みえる箇所かしよには、何處どこにでも、ひしめいてゐた。

　足輕あしがるが、小こ具足ぐそくを當あてゝ、棒ぼうだの、槍やりだのをもつて、群集ぐんしふを軒下のきしたへ押込おしこんでゐた。物賣ものうりは、頭あたまへ乘のせた桶をけが邪魔じやまになつて見みえぬと云いはれて、怒おこり乍ながら去さつたし、小僧こぞうは、人ひとの袖そでの下したをくぐつて、頭あたまを撲なぐられた。武士ぶしだけは、

「除のけ」

と、町人ちようにんの肩かたを押おして、大おほきい身體からだを、前まへへ出だした。

「來きた。」

「見みえてきたツ」

と、屋根やねの上うへの人々ひと〴〵が、一齊せいに立上たちあがると共ともに、軒下のきしたから、群集ぐんしふが、雪崩なだれれ出でやうとして、足輕あしがるに、胸むねを突つかれ、脚あしを撲うたれて、追込おひこまれた。

　石田いしだ治部ちぶ少輔せういふ三成なりは、新あたらしい小袖こそでをきて、輕かるく、兩手りやうてを前まへで縛しばられて、疊たゝみ一枚まいを置おいた手車てぐるまの上うへに乘のせられてゐた。

　小車こぐるまの周圍しうゐにも、前後せんごにも、小こ具足ぐそく姿すがたの士さむらひが、手槍てやりを持もつて固かためてゐたし、車くるまの後方こうはうには、五人にんの騎馬きば武者むしやが、弓ゆみ、鐵砲てつぱうの足輕あしがる、馬丁ばてい、胡床こしやう持もち、草履ざうり取とりなどを連つれ、その外ほかに三十人にん餘あまりの同おなじ陣笠ぢんがさ、同おなじ姿すがたの槍やり足輕あしがるを引率いんそつしてゐた。

　鬼頭きとうは、唯たゞ一人ひとりで、群集ぐんしふと共ともに、軒下のきしたから行列ぎやうれつの近ちかづくのを待まつてゐた。二日かや、三日かの日ひでは、同志どうしの居所ゐどころをさがす暇ひまさへ無なかつた。鬼頭きとうは、

（きつと、引廻ひきまはしの日ひに、誰たれかと逢あへるであらう。誰たれかが、斬込きりこむであらう）

と、考かんがへてゐた。そして、早はやくから、この邊へんを彷徨はうくわうしてゐたが、誰たれ一人ひとりにも逢あはなかつた。鬪たゝかふ場所ばしよとして、こんないゝ所ところが有あるのに、誰たれも、この邊へんにゐない事ことが、鬼頭きとうを失望しつばうさせるよりも、憤おこらせた。群集ぐんしふが、一寸ちよつと、刀かたなに觸ふれても、睨にらみつけた。

（一人ひとりでは、斬込きりこんでも、無駄むだだ）

と、思おもつたが、幾彌いくやへの手前てまへ、のめ〳〵生いきて戾もどる事ことは、したくなかつた。意地いぢとして、幾彌いくやの一生しやうの心こゝろに、自分じぶんの名なを彫きざみつけておきたかつた。

　群集ぐんしふのどよめきが、だん〳〵近ちかづいてきた。鬼頭きとうは、いつでも草履ざうりを脫ぬげるやうにして、袷あはせの下したの襷たすきがけの仕度したく——その結むすび目め、帶おびにもう一度ど注意ちゆういした。

（主君しゆくんは、きつと、疲つかれて、あの、利口りこうさうな、だが、銳するどい眼めが、もつと、德川とくがはへの怨恨ゑんこんと、無念むねんと、屈辱くつぢよくとで、凄すごく光ひかつてゐるであらう。下痢げりをして、步行ほかうもできなくなつて捕とらへられたと——さうにちがひない。普通ふつうの身體からだなら、何どんなにしても、落延おちのびる事ことのできる人ひとだ。關せきケ原はらでのあの見事みごとな采配さいはい振ぶり——あゝまで見事みごとであらうとは、幼をさない時ときから仕つかへてきたわしにさへ判わからなかつた。——だが、大阪おほさか方がたが、何故なぜ、こんな辱はづかしめを受うけてゐる三成なりを救すくは無ないのか？　德川とくがはの、大阪おほさか城じやうへの面當つらあてに、一人ひとりも——一人ひとりとして、男をとこらしく奪還うばひかへさうとする奴やつは無ないのか）

　どよめきが、もう七八間けんへまで、近ちかづいてきた。鬼頭きとうは、前まへにゐる町人ちやうにんの肩かたを押おして、いつでも飛出とびだせるやうにした。すぐ、近ちかくに、群集ぐんしふの囁さゝやきが起おこり、すぐ、四邊あたりが沈默ちんもくすると、兵へいの足音あしおとと、牛車ぎうしやの軋きしるのとが、聞きこえてきた。

（甚吾じんごが、こゝにをります。石田いしだの兵へいの最後さいごを飾かざる爲やめに、只今たゞいま、斬死きりじにをします）

　と、鬼頭きとうは、頭あたまの中なかで叫さけんだ。そして、左手ひだりてで、鯉口こひぐちを切きつた。




十四




　三成なりは、いゝ血色けつしよくをしてゐた。大垣おほがき城じやうをすてゝ、大雨たいうの中なかを、關せきケ原はらへ退却たいきやくした時とき——その朝あさ、その晝ひるの、三成なりは、蒼白さうはくな顏かほをしてゐたが、牛車ぎうしやの上うへの三成なりは、微かすかに唇くちびるの上うへに、頰ほゝに、笑ゑみを漂たゞよはして、ぢつと、前方ぜんぱうの天てんを凝視みつめたまゝ、少すこしの恥はづかしさも、無念むねんさも、恨うらみも無ない表情へうじやうであつた。そして、敵てきから與あたへられた新あたらしい小袖こそでを着きて——一人ひとりの町人ちやうにんが、鬼頭きとうの耳みゝの所ところで、

「えゝ、恥はぢ曝さらしやが——」

と、一人ひとりが囁さゝやいた。

「笑わろてはる」

「阿呆あほうか、えらいのか、判わかれへんな」

「戰いくさに負まける筈はずや。家來けらいの獄首くびを、見みてみいな。皆みな齒はを食くひ縛しばつてゐるのに、かんじんの大將たいしやうが、こんな腑拔ふぬけでは、何どうもなれへんやないか」

　鬼頭きとうの、眼めの中なかは憤怒ふんどで灼熱しやくねつした。だが、彼かれの頭あたまは、さうした批評ひひやうを尤もつともだと思おもつた。草履ざうりを脫ぬいで、柄つかへ手てをかけてゐたが、微笑びせうしながら、平然へいぜんと、空そらを凝視みつめてゐる三成なりを見みると、

（この恥はぢを知しらない主君しゆくんの爲ために、今いま、斬込きりこんだなら、忠臣ちうしんとされるよりも、狂人きちがひと見みられるだらう）

と、思おもつた。それでも、鬼頭きとうは、三成なりが、自分じぶんを認みとめ、自分じぶんの眼めを見みたなら、きつと、言葉ことばをかけるか、表情へうじやうを變かへるにちがひ無ないと考かんがへた。そして、人々ひと〴〵の前まへを、足輕あしがるに時々とき〴〵制せいされながら、牛車ぎうしやと共ともに——牛車ぎうしやの前まへへ、小走こばしりに行いつたり、覗込のぞきこんだりした。だが、三成なりは、空そらを凝視みつめたまゝ、身動みうごきもしなかつた。鬼頭きとうは、三成なりに對たいして、

（何どうなされました。そのお姿すがたを、御ご無念むねんとも、恥はづかしいとも思おもはれませぬか？　その平氣へいきな、御お祭まつりの神輿みこしに乘のつてゐるやうな顏かほは）

と、思おもふと、三成なりへ、腹立はらだたしくなつてきた。

「無禮ぶれい者もの。」

　一人ひとりの侍さむらひが、鬼頭きとうの袖そでを掴つかんだ。鬼頭きとうは、立留たちどまつて、振向ふりむいた。

「突當つきあたつて、何故なぜ詫わびぬ」

　鬼頭きとうは、身體からだ中ぢう一杯ぱいになつてゐた憤怒ふんぬのはけ口ぐちを、この侍さむらひに見みつけた。

「詫わびる？　この大おほたわけ。」

　猛獸まうじうのやうな鬼頭きとうの眼めであつた。侍さむらひは、さつと赤あかくなつて、一足ひとあし引ひいて、町人ちやうにんへ、背中せなかをどんと、打うちつけた瞬間しゆんかん——侍さむらひの鼻はなから血ちが流出ながれだした。侍さむらひの側そばの一人ひとりが、

「うぬ。何なんする」

　片手かたてで、突ついてきた手てを、引ひつ外ぱづして、腹はらを蹴けつた。少すこし、離はなれてゐた一人ひとりの侍さむらひが、

「やれ〳〵、いろ〳〵の阿呆あほうをみる。三成なりの腰拔こしぬけ阿呆あはう、人騒ひとさわがせの——」

と、まで云いつた時とき、鬼頭きとうが、

「禿はげ雀すゞめ。汝なんぢ如ごときに大鵬たいはふの志こゝろざしが判わかるかツ」

「はゝゝゝ、卿けい等ら、碌々ろく〳〵人ひとによつて事ことを爲なす者ものか——」

　鼻血はなぢを拭ぬぐつた侍さむひが、草履ざうりを脫ぬぎ棄すてゝ、腰こしを落おとすと、

「えゝい。」

　群集ぐんしふが、わ——つと、叫さけんで、人ひとを突倒つきたふし、蹴倒けたふして、逃にげた。鬼頭きとうは、身みを伏ふせてよろめきつゝ、一髮ぱつの隙すきに、流ながれた刀かたなを、引ひかうとする對手あひてへ、

「小癪こしやくなツ」

と、大喝だいかつして、戰場せんぢやう鍛きたえの、無法むはふの刀法たうはう、强力がうりきに任まかせて、右みぎ上方じやうはうから、首くびもくだけよと打込うちこんだ。

　ばーつと、音おとがして、濃こい、黑きろく見みえる血ちが、ポンプから彈はじき出だされる水みづのやうな勢いきほひで、四五尺しやくも、奔騰ほんとうした。そして、斬きられて、よろめき乍ながら、次つぎの刀かたなを、無意識むいしきに左手ひだりてで受うける形かたちをして、眼めを閉とじ乍ながら倒たふれかゝつてゐるその侍さむらひの頭あたまから顏かほへ、降ふりかゝつた。侍さむらひは血塗ちまみれに——それは、血ちで無なく、粘液ねんえきのやうに侍さむらひの顏かほへこびりついた。

　もう一人ひとりの侍さむらひは、蒼白さうはくになつて、刀かたなを構かまへてゐる。街路がいろを取締とりしまつてゐた足輕あしがるが、

「狼藉らうぜき者もの」

と、叫さけんで、鬼頭きとうの腰こしを撲なぐつた。鬼頭きとうは、肌はだ脫ぬぎになつて、

「かゝれ、かゝれツ、皆殺みなごろしだ。」

　大おほ上段じやうだんに振上ふりあげて、步あゆみかけると、足輕あしがるも、群集ぐんしふも、どつと、退のいた。

「狂人きちがひ侍さむらひ」

「やつてしまへ」

と、屋根やねの上うへの群集ぐんしふが叫さけんだ。瓦かはらと、石いしとが、二ふたつ三つ飛とんできた。家いへは、周章あはてゝ戶とを閉とじた。足輕あしがるの知しらせに、町まちを取締とりしまつてゐる人々ひと〴〵が走はしつてきた。鬼頭きとうは、三人にん目めの侍さむらひへ、

「卑怯ひけふ者もの。」

と、吼ほえて、斬きりかゝつた。侍さむらひは、少すこし逃にげてから、刀かたなを拔ぬいて立直たちなほつた。鬼頭きとうは、眞赤まつかな顏かほをして、剝出むきだした眼めをして——それは、明あきらかに、狂人きやうじんであつた。
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　わーつ、といふどよめきが、だん〳〵近ちかづいてきた。それは、誰たれにも、只事たゞごとでないと感かんじさせた。近喜きんきが、顏かほを上あげると、向むかひ側がはの家いへからも、近ちかくからも、小僧こぞうが、大人おとなが、軒下のきしたへ、街路かいろへ出でてゐた。

「何なんです」

　近喜きんきが、店頭てんとうへ出でて聞きいた。

「さあ、泥棒どろぼうか——」

「いゝや、刀かたなを振廻ふりまはしてよる」

「泥棒どろぼうやかて、振廻ふりまはしよるが——」

　鬨ときの聲こゑが、急きふ速度そくどに近ちかづいた。

「危あぶない。」

と、いふやうな聲こゑが、聞きこえてきた。人々ひろ〴〵の騷さわがしい叫喚けふくわんと、足音あしおととが、間近まぢかく迫せまつたので、近喜きんきが、

「皆みな、用心ようじんしてくれ」

と、使用しよう人にんに、注意ちゆういした、二三人にんの人ひとが、棒ぼうをもつて、汗あせを流ながして、

「危あぶいから、出でたら、いかん」

と、家々いへ〳〵へ、注意ちゆういしながら、走はしつてきた。軒下のきしたへ出でてゐた小僧こぞうが、

「あゝツ、宅たくのお侍さむらひや」

　近喜きんきは、跣足はだしのまゝ、店みせの軒下のきしたへ飛とび降おりた。

　鬼頭きとうは、襟えりも、袴はかまも、髮かみも亂みだして、頭あたまから、血ちを流ながしてゐる。口くちからも血ち、腕うでにも、脚あしにも——そして、着物きものも、袴はかまも、切きり裂さけて、灰はい土つち色いろの顏かほをなしてゐた。眼めが据すはつて、よろめきながら、右手みぎてに、長ながい刀かたなを引ひきずつてゐた。

「鬼頭きとうさん」

　鬼頭きとうは重おもさうに、頭あたまを下さげて、走はしるやうに、倒たふれかゝるやうに、軒下のきしたへよろめきかゝつて、

「幾彌いくやを——一、一期ごの願ねがひ」

　群集ぐんしふが、わ——つと、喚聲くわんせいを上あげて、石いしが飛とんできた。近喜きんきが、

「無茶むちやしたらいかん。此この人ひとは、俺おれの知しつた人ひとや」

と、叫さんだ。

「一期ごの賴たのみ、大だい六にも——逢あひたい」

　近喜きんきは、膝頭ひざがしらも、拳こぶしも、ぶる〳〵顫ふるはせながら、

「奧おくへ行いつて、御お内儀ないぎと、大だい六さんとを連つれて來こい」

　口早くちばやに、手てを振ふつて叫さけんだ。

「水みづを——」

　小僧こぞうが走はしつて入はいつた。役人やくにんが、ぢり〴〵棒ぼうで迫せまつて、

「神妙しんめうにせい」

「暫時しばらく——いま、いま——よ、餘人よにんに亂暴らんばうはせぬと、申まをしたで無ないか」

　鬼頭きとうは、店みせの上あがり口くちの柱はしらへ凭もたれて、刀かたなを提さげて立たつてゐた。

　大だい六の手てを引ひいて、急いそぎ足あしに出でてきた幾彌いくやが、

「あゝ。」

　蒼白さうはくになつて立たちすくんだ。鬼頭きとうは、その聲こゑを聞きくと、振向ふりむいて、

「幾彌いくや殿ど、ゆ、許ゆるしてもらひ度たい——大だい六は——大だい六は、町人ちやうにんに、町人ちやうにんになされ。近喜きんき、大だい六を町人ちやうにんに——育そだてゝくれ、わしが一生しやうの賴たのみぢや。大だい六を町人ちやうにんに——決けつして、武士ぶしなどにしてくれるな。幾彌いくや殿どの、ゆ、許ゆるして、許ゆるして下くだされ」

　小僧こぞうのもつたまゝ、佇たゝずんでゐる水みづを、幾彌いくやが、取とつて、

「惡わるう御座ござりますが」

と、差出さしだした。鬼頭きとうの血ちの染そまつた、絕望ぜつばう的てきな顏かほは、笑わらつてゐるのか、怨うらんでゐるのか判わからないやうに凄すごかつた。幾彌いくやの差出さしだした湯呑ゆのみへ、顫ふるへる血染ちぞめの手てを出だして、暫しばらく、湯呑ゆのみをもたずに、ぢつと、顏かほを眺ながめてゐたが、

「忝かたじけない」

　それは、魂たましひの奧おくから出でたやうな聲こゑであつた。幾彌いくやが、

「濟すまぬ事ことをしました」

　と、いふと、唇くちびるで笑わらつたが、もう、視點してんが定さだまらぬらしく、湯呑ゆのみをとらうとする手てが、一二寸すん、外それた。幾彌いくやが、手てに持もち添そへて水みづを唇くちびるへ當あてると、

「大だい六を、町人ちやうにんに」

と、細ほそい、枯かれた聲こゑで云いつた。

「きつと町人ちやうにんに致いたします」

　幾彌いくやは、群集ぐんしふも、近喜きんきも、大だい六も感かんじないで、鬼頭きとうに、心こゝろの中なかで詫わびてゐた。

（嫌きらひな人ひとでは無なかつた。あんな態度たいどさへとらなかつたら、再緣さいえんしたかもしれないに）

「だ、大だい六」

　大だい六は、格子かうし障子しやうじの所ところへ立たつて、固かたくなつてゐた。

「大だい六」

　と、母はゝに呼よばれても、出でて來こなかつた。

「卑怯ひけふな大だい六、恐こわいか」

　幾彌いくやに叱しかられて、出でてきた大だい六の手てを、鬼頭きとうの手てへ當あてゝ

「大だい六が參まゐりました」

と、叫さけんだ。鬼頭きとうは、幽鬼いうきのやうに笑わらつた。

「大だい六」

「はい、と、返事へんじをおし」

「はい」

「大だい六」

「はい」

「だ、誰だれか、何なにか、云いつてゐるやうだが」

と、云いつた微かすかな鬼頭きとうの顏かほをみると、もう眼めを閉とぢてゐた。顫ふるへる手先てさきで、然しかし、大だい六の手てをさぐつてゐた。

「町人ちやうにんに——武士ぶしになるな。暗くらい、灯ひを——」

　幾彌いくやが、

「近喜きんきさん、ま、末期まつごの水みづを——」

と、叫さんだ。そして、鬼頭きとうの肩かたを抱いだいて、顏かほへ、頰ほゝのふれんばかりに、

「鬼頭きとう樣さま、しつかりなされませ」

と、叫さけんだ。
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